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05) 英検受験料補助は小学生も対象になっているが、現実には小学生の受験は困難なので、

英検ジュニアの補助を追加提案し、昨年度から実現しています。 

H25 年度：英検無料受験の提案⇒27 年度：実現⇒H28 年度：「級によらず 1 回のみ補助」が使いに

くいと指摘し⇒H29 年度より「各級 1 回補助」に変更実現⇒この時(H30 年度)：小学生には英検より

英検ジュニアが望ましいことを提案し「検討する」旨の答弁があり⇒令和元年度：「令和 2 年度より

小学生の英検ジュニア無料受験を実現する」との確約を得て⇒令和 2 年度より実現！ 

年に一度（6 月固定）の補助なので希望する時期に受験できる仕組みに変えるのが次の狙いです！ 

06) 〇〇年に提案した英検受験料補助制度が徐々に使いやすいものになり、多くの小中学

生が受験するようになった。 

平成 29 年度は前年比で 1.5 倍の受験数となりました（ちなみに令和 2 年度は〇〇）。徐々に英検に

チャレンジしやすい環境が整いつつあり、英語学習への関心の高まりが醸成できつつあります！ 

07) 「中学生英語暗唱大会」について、気持ちを込めて暗唱できるところまで読む訓練を

することで得られる効果は理解する。しかし順位をつける意味合いはない！コンテストを

行うのなら自らの意見や考えを述べるスピーチコンテストにすべし。 

世界ではいろいろな発音の英語がまかり通っている。ある程度の発音ができればわかってもらえる

しそこに順位を持ち込むべきではない…芸術大会ではないのだから。正確でなくてもいいので自分の

気持ちを自分の言葉で表明する機会を増やすことが必要。日常から英語で自分の意見を発する習慣を

身につける英語教育にシフトすべきだ…と説いたが実現はまだまだなので継続して訴えます！県の

意向かもしれませんが、現場から改善していく気構えがほしいところです。市教委から「新学習指導

要領の趣旨に沿うなら、スピーチ大会にするのが妥当である」という考えは引き出せているのでもう

少しです！ 


